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町民憲章 町民憲章 The Citizen Charter データ データ Data 提案意見 提案意見 Opinion

●ハナズオウ 

・紫荊 

・蘇枋の花 

　観賞のため、人家に栽培されるマメ科の落葉低木です。
四～五月頃、葉より先に紅紫色の蝶形花を小枝にびっ
しりつけ、晩春の空によく調和します。中国では古く
から知られた植物ですが、日本では江戸時代、元禄八
年版の『花壇地錦抄』に初めて記載されています。マ
メ科の植物の葉は小さな葉が集まった複葉になってい
ますが、ハナズオウはハート形の一枚の葉です。和名は、
赤紫色の花が蘇枋で染めた蘇枋染に似ているからで、
蘇枋とはインド原産の染料植物です。ふやし方は比較
的に容易で、花後の種子を蒔いても、挿木でもふやせ
るようです。 

「織姫もまたで花さくすはうかな」　希因 

●野外料理で仲間づくり！ 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,146 （＋16） 

女…………12,793 （－25） 

総数………24,939 （－ 9 ） 

世帯数……・・8,972 （＋57） 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載されたあなたの写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

か  だん   じ   きんしょう 

す   おう 

　3月26日に町営相撲場で、「アウトドアで食べよ
う遊ぼう」と題した「春の体験塾」が開かれました。 
　この教室は、子どもたちが火のおこし方や包丁の
使い方などを楽しく学び、また活動を通じて、仲間
づくりや豊かな人間性を養ってもらおうとするもの。
青少年指導者協議会のみなさんの指導のもと、約
50人の小学生がアウトドア料理や自然を利用した
ネイチャーゲームを楽しみました。 
　作った料理はお餅に豚汁、焼きりんごに青竹パン。りんごの芯むきをしたり、青竹を使ってパンを焼いたり
と、子どもたちにとっては普段したことのない体験ばかり。いい春休みの思い出ができたようでした。 

4月1日現在 

撮影場所：中丸子 

C
O

N
T

E
N

T
S

今月の主な内容 

次世代育成支援行動計画を策定・・・・・・・・ 2P 
合併準備室通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6P 
国保税の税率改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7P 
障害者の軽自動車税は減免になります・・・ 8P 
4月の人事異動（役場・学校）・・・・・・・・・ 10P 
保育園・幼稚園の開放・・・・・・・・・・・・・・ 13P



子育てするみなさんを応援していきます 
「丸子町次世代育成支援行動計画」を策定 
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子
ど
も
は
「
未
来
の
夢
」
「
次
世
代
の
希
望
」

で
あ
り
、
そ
の
育
成
は
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
の

み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
住
民
に
と
っ
て
の
喜
び

で
も
あ
り
ま
す
。 

　
本
町
を
形
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、

子
ど
も
を
心
豊
か
に
、
の
び
の
び
と
育
む
独
自

の
歴
史
文
化
や
自
然
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
ん
な

恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
て
、
地
域
の
老
若
男

女
一
人
ひ
と
り
が
、「
子
育
て
」「
子
育
ち
」
を

応
援
し
て
い
く
環
境
を
築
き
ま
す
。
そ
し
て
、

子
育
て
に
夢
や
希
望
、
感
動
を
抱
け
る
生
き
生

き
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

　
輝
く
未
来
と
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い

地
域
の
宝
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
見
守
り
、

育
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
町
で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
丸
子
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
は
も
と
よ
り
保
護
者
も
ま
た
人

と
し
て
成
長
し
、
未
来
に
夢
や
希
望
が
持
て
る
丸
子
町
の
実
現
を
目
指
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
月
は
、
こ
の
計
画
の
概
要
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。 

　
近
年
、
日
本
全
国
で

急
速
な
少
子
化
が
進
行

し
て
お
り
、
統
計
調
査

に
よ
る
と
日
本
の
総
人

口
は
平
成
18
年
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
以
後
は
減

少
に
転
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
丸
子
町
に

お
い
て
も
、
15
歳
未
満
の
年
少
人
口
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
他
の
自
治
体
と
同
様
に
少

子
化
は
今
後
ま
す
ま
す
進
む
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
す
。 

　
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
若
い

世
代
の
社
会
保
障
費
用
の
負
担
増
、
社
会
全
体

の
活
力
の
低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
面
で
は
、
子

ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
様
々
な
人
と
の
交
流

の
減
少
を
も
た
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

や
社
会
性
を
育
ち
に
く
く
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
国
は
、
平
成
15
年
7
月
に
「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
、
少
子
化

の
流
れ
を
変
え
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
ろ
う
と
、
全
て
の
自
治
体
及
び
従
業
員
が

3
0
0
人
を
超
え
る
企
業
に
次
世
代
育
成
の
行

動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
平
成

17
年
度
か
ら
10
年
間
の
集
中
的
・
計
画
的
な
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
町
で
も
、
「
丸
子
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

丸
子
町
の
基
本
構
想
の
理
念
で
あ
る
「
豊
か
な

自
然
と
文
化
が
ひ
び
き
あ
い
活
力
は
ぐ
く
む
人

間
賛
歌
の
ま
ち
�
丸
子
�
の
創
造
を
め
ざ
し
て
」

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
長
期
的
な
展
望
に

立
ち
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
少
子
化
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
本
計
画
で
は
、
子
ど
も
が
家
族
や
友
だ
ち
、

地
域
の
人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
や
希
望
を
抱
き
育
つ
こ
と
が
で
き
、
大
人
も

子
育
て
や
未
来
に
夢
が
持
て
る
町
を
目
指
す
た

め
に
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
あ
う
、
生
き

生
き
し
た
ま
ち
　
ま
る
こ
」
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
と

し
な
が
ら
も
、
親
は
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
視
点
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　
行
動
計
画
の
期
間
は
10
年
で
、
平
成
17
年
度

か
ら
の
5
年
間
を
第
1
期
（
前
期
計
画
）
と
し
、

前
期
計
画
に
関
す
る
必
要
な
見
直
し
を
平
成
21

年
度
に
行
っ
た
う
え
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

5
年
間
の
後
期
計
画
を
定
め
て
い
き
ま
す
。
た

だ
し
、
5
年
間
の
計
画
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、

様
々
な
状
況
の
変
化
に
よ
り
見
直
し
の
必
要
性

が
生
じ
た
場
合
は
、
適
宜
、
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
企
業
な
ど
、
地
域
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
と
組
織
が
連
携
を
深
め
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

計画の 
基本理念 

策定の 
背  景 

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
あ
う
、 

　
　
　
　
　
生
き
生
き
し
た
ま
ち
　
ま
る
こ 

   

　
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
最
も
影
響
を
受
け

る
の
は
子
ど
も
自
身
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
尊
重
し
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
と
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

   

　
子
育
て
に
関
す
る
不
安
感
や
負
担
感
を
払
拭

し
、
家
族
を
持
つ
こ
と
、
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
施
策
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
な
障
害
を
取
り
除
き
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

   

　
子
育
て
支
援
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
す
。
地
域
の
意
識
の
再
生
を
図
り
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

共
通
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
自
分
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
子
育
て
支
援
に

関
わ
っ
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

3つの 
基本目標 

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
3
つ
を
丸
子
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動 

計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
と
し
、
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

目 標 

1
目 標 

2

目 標 

3

す
べ
て
の
子
ど
も
が 

　
　  

健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り 

す
べ
て
の
親
が
安
心
し
て 

　
　 

子
育
て
を
す
る
た
め
の
支
援 

地
域
全
体
が 

　   

子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
ま
ち 

次ページへ 
つづくよ 
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施策目標 
と方向性 

3
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
7
つ
の
施
策
体
系
を
設
定
し
ま
し
た
。 

本
計
画
は
、
こ
の
7
つ
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

�
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

　
一
時
保
育
事
業
の
充
実
／
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
／
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
放
検
討
／
民
生
・
児
童
委
員
等
の
活
動

促
進
／
児
童
（
育
児
）
相
談
の
充
実
／
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
重
要
性
の
啓
発
／
保
育

所
地
域
活
動
事
業
の
充
実
／
子
育
て
サ
ロ
ン
事

業
の
取
り
組
み 

  

�
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
／
一
時
保
育
事
業
の

充
実
（
再
掲
）
／
延
長
保
育
事
業
の
実
施
／
休

日
保
育
事
業
の
実
施
／
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
第
三

者
評
価
等
の
実
施
検
討
／
保
育
内
容
の
充
実
／

保
育
園
職
員
等
の
研
修
の
実
施
／
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
指
導
内
容
等
の
充
実
／
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
指
導
者
の
確
保 

  

�
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

　
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
／
子

育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
／
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
／
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
確
保 

�
児
童
の
健
全
育
成 

　
児
童
館
活
動
の
充
実
／
地
域
住
民
に
よ
る
子

育
て
支
援
／
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
へ
の
支
援
／

世
代
間
交
流
の
促
進
／
子
ど
も
の
遊
び
場
の
設

置
／
文
化
活
動
の
活
性
化
／
青
少
年
健
全
育
成

の
推
進
／
地
域
活
動
支
援
会
議
の
充
実
／
青
少

年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
充
実
／
仲
間
づ
く
り

の
機
会
の
創
出
／
公
民
館
活
動
の
充
実
／
図
書

館
活
動
の
充
実
／
青
少
年
活
動
推
進
指
導
者
の

育
成 

       

�
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
確
保 

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
／
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
／
妊
産
婦
・
乳
幼
児
家
庭
訪
問
の
実
施
／

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
相
談
の
実
施
／
妊
娠
・

出
産
に
関
す
る
教
室
等
の
開
催
／
母
性
、
父
性

の
自
覚
促
進
／
乳
幼
児
健
診
の
充
実
／
育
児
相

談
の
実
施
／
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

各
種
教
室
の
開
催
／
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
／

各
種
予
防
接
種
の
実
施
／
不
慮
の
事
故
防
止
対

策
の
推
進 

�
「
食
育
」
の
推
進 

 

　
食
へ
の
関
心
の
醸
成
／
学
校
給
食
の
充
実
／

食
生
活
に
関
す
る
啓
発
の
推
進
／
母
子
保
健
事

業
に
お
け
る
食
生
活
に
関
す
る
啓
発
の
推
進 

  

�
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実 

 

　
性
教
育
の
推
進
／
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用

防
止
教
育
の
推
進
／
思
春
期
保
健
検
討
会
の
開

催
／
思
春
期
保
健
関
連
機
関
の
連
携
／
相
談
体

制
の
充
実
／
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

体
制
の
充
実 

  

�
小
児
医
療
の
充
実 

　
小
児
救
急
医
療
体
制
に
関
す
る
情
報
提
供
の

充
実
／
か
か
り
つ
け
医
づ
く
り
の
推
進 

  

�
不
妊
治
療
対
策
の
充
実 

　
不
妊
治
療
費
の
助
成
／
情
報
提
供
や
相
談
体

制
／
不
妊
治
療
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進 

       

�
次
代
の
親
の
育
成 

 

　
中
・
高
校
生
へ
の
啓
発
の
推
進 

  

�
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た
学
校

の
教
育
環
境
等
の
整
備 

　
少
人
数
教
育
の
充
実
／
外
部
人
材
の
活
用
／

道
徳
教
育
の
充
実
／
子
ど
も
の
悩
み
相
談
体
制

の
充
実
／
中
間
教
室
の
充
実
／
学
校
教
育
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
／
地
域
に
根
ざ
し

た
学
校
づ
く
り
の
推
進
／
通
学
区
域
の
弾
力
的

運
用
／
教
職
員
の
資
質
向
上
／
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
の
連
携
強
化
／
幼
児
教
育
の
充
実

／
学
校
施
設
の
充
実
／
情
報
教
育
の
推
進
／
人

権
教
育
の
推
進
／
福
祉
教
育
の
推
進
／
体
験
学

習
の
推
進
／
環
境
教
育
の
推
進
／
国
際
理
解
・

国
際
交
流
教
育
の
推
進
／
体
力
・
健
康
の
増
進 

  

�
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上 

 

　
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
や
情
報
提
供

の
充
実
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
／
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
／
教
職
員
の
地
域
子
育
て

活
動
へ
の
参
加
促
進
／
学
校
施
設
の
開
放 

  

�
子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
推
進 

　
有
害
情
報
に
対
す
る
地
域
と
の
協
力
／
有
害

情
報
発
信
者
に
対
す
る
働
き
か
け 

    

�
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実 

　
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
／
児

童
虐
待
に
関
す
る
啓
発
／
早
期
発
見
、
早
期
対

応
体
制
の
確
立
／
虐
待
予
防
対
策
の
充
実 

  

�
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
の
推
進 

　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
各
種
手
当
・
医
療
費
の

助
成
／
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
相
談
・
情
報
提
供

の
推
進 

�
障
害
児
施
策
の
充
実 

 

　
障
害
児
保
育
・
教
育
の
充
実
／
関
係
機
関
と

の
連
携
／
障
害
に
関
す
る
啓
発
促
進
／
障
害
の

あ
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭
へ
の
各
種
手
当
・
医

療
費
の
助
成
／
教
職
員
等
へ
の
障
害
の
啓
発 

    

�
良
質
・
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保 

　
良
質
・
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
／
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
対
策
の
充
実
／
住
宅
情
報
の
充
実 

  

�
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備 

 

　
幅
の
広
い
歩
道
の
整
備
／
安
全
な
道
路
交
通

環
境
の
整
備 

  

�
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
整
備 

　
歩
道
や
公
共
施
設
等
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
の
促
進 

  

�
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等 

　
防
犯
設
備
の
整
備
促
進 

    

�
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活

動
の
推
進 

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
／
交
通
安
全
教
育

の
充
実
／
保
護
者
へ
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上

／
大
人
へ
の
交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
促
進
／
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
啓
発
促
進 

  

�
子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の

活
動
の
推
進 

　
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
／
地
域
ぐ
る
み
の

防
犯
体
制
の
強
化
／
防
犯
意
識
の
向
上
／
学
校

の
安
全
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
の
徹
底 

  

�
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進 

　
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進 

     

�
多
様
な
働
き
方
の
実
現
及
び
男
性
を
含
め
た

働
き
方
の
見
直
し
等 

　
父
親
の
子
育
て
参
加
の
促
進
／
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
普
及
促
進
／
男
女
共
同
参
画
意

識
の
向
上 

  

�
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進 

　
育
児
休
業
制
度
の
普
及
促
進
／
各
種
助
成
制

度
の
普
及
促
進
／
労
働
時
間
短
縮
等
の
促
進
／

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
推
進 

施  策 

1
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援 

施  策 

2
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の 

　
　
　
　 

健
康
の
確
保
及
び
増
進 

施  策 

3
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な 

成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備 

施  策 

4
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど 

　
き
め
細
か
な
取
り
組
み
の
推
進 

施  策 

6
子
ど
も
等
の
安
全
の
確
保 

施  策 

5
子
育
て
を
支
援
す
る 

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
の
整
備 

施  策 

7
職
業
生
活
と 

　
　
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進 

【計画に関するお問い合わせは】 
　学校教育課子育て支援係 
　�42-1039　有線2-4492

「丸子町次世代育成支援行動計画」 
を策定 

お
し
ま
い 
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来
年
の
3
月
6
日
に 

　
　
向
け
て
ス
タ
ー
ト
！ 
新市の 
かたち 
新市の 
かたち 

合併準備室通信 
vol.1

県
知
事
へ
合
併
を
申
請 

  　
3
月
24
日
、
堀
内
町
長
は
上
田
の

母
袋
市
長
、
真
田
の
箱
山
町
長
、
武

石
の
下
村
村
長
の
3
市
町
村
長
と
一

緒
に
長
野
県
庁
の
知
事
室
を
訪
れ
、

4
市
町
村
で
の
合
併
を
田
中
知
事
に

申
請
し
ま
し
た
。
申
請
の
内
容
は
「
上

田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

を
廃
し
て
新
し
く
上
田
市
を
設
置
す
る
」

と
い
う
も
の
で
、
各
市
町
村
が
3
月

定
例
議
会
で
提
出
し
た
合
併
関
連
議

案
が
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
可
決
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
日
の
申
請
に

至
り
ま
し
た
。 

　
申
請
書
の
提
出
に
際
し
堀
内
町
長
は
、

「
2
年
半
に
及
ぶ
合
併
論
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん

は
合
併
に
対
し
て
様
々
な
考
え
を
お

持
ち
で
し
た
が
、
地
域
づ
く
り
に
対

す
る
熱
い
気
持
ち
は
一
緒
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
っ

た
熱
い
気
持
ち
を
結
集
し
て
、
新
し

い
地
域
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
話
し
、
田
中
知
事

か
ら
は
「
上
田
地
域
は
魅
力
的
な
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
す
ば

ら
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
の
予
定
で
は
、
6
月
の
長
野

県
議
会
で
議
決
、
県
知
事
の
決
定
を

経
て
、
7
〜
8
月
に
は
国
か
ら
告
示

が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
し
て

来
年
3
月
に
は
、
人
口
約
16
万

6
0
0
0
人
の
新
「
上
田
市
」
が
誕

生
し
ま
す
。 

  

合
併
準
備
室
を
設
置 

  　
役
場
で
は
、
来
年
3
月
6
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
上
田
市
、
真
田
町
、

武
石
村
と
の
合
併
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
合
併
対
策
室
を
改
め
、
4
月

1
日
か
ら
企
画
課
内
に
「
合
併
準
備
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
準
備
室
で
は
、

新
市
誕
生
に
あ
た
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
準
備
を
進

め
る
ほ
か
、
新
「
上
田
市
」
の
発
足

に
関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

大
字
の
名
称
を
ど
う
す
る
か
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  　
昨
年
12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
合

併
協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
の
名
称

は
「
上
田
市
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
町
名
を
大
字
の
名

称
と
し
て
残
す
か
ど
う
か
は
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
協
議
会
で
は

「
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、
合
併
時

ま
で
に
各
市
町
村
に
お
い
て
調
整
す

る
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
「
丸
子
町
」
あ
る
い
は
「
丸
子
」

と
い
う
か
た
ち
で
、
大
字
の
名
称
と

し
て
残
す
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
ま
っ

た
く
残
さ
な
い
こ
と
も
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
役
場
の
住
所
で
あ
る
「
丸

子
町
大
字
上
丸
子
1
6
1
2
番
地
」

は
、
「
上
田
市
丸
子
町
上
丸
子

1
6
1
2
番
地
」
や
「
上
田
市
丸
子

上
丸
子
1
6
1
2
番
地
」、
ま
た
は
「
上

田
市
上
丸
子
1
6
1
2
番
地
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
自
分
の
住
所
を
ど
う
す
る
の
か
、

そ
の
決
定
方
法
も
含
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  【
ご
意
見
の
送
付
先
は
こ
ち
ら
ま
で
】 

　
企
画
課
　
合
併
準
備
室 

　
　
電
話 

4
2
‐
3
2
4
7 

　
　
有
線 

2
‐
4
8
6
1 

　
　E

-M
a
il:g
a
p
p
e
i@
m
a
ru
ko
- 

　
　
　
　
　
　
　
　  to

w
n
.n
e
.jp

3月24日、4市町村長が県知事に合併を申請した 
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� 

介護分の税率が改正されました 
4年ぶりの見直しに、ご理解をお願いします。 

　国保税は主に、国保加入者の医療費をまかなうため
の財源として納めていただいています。その額は歳入
のおよそ3分の1にあたります。また、40歳以上65歳未
満の国保加入者の皆様には、介護保険の保険料分（介
護分）を国保の医療分に上乗せして、合計額を国保税
として納めていただいています。 
　前回の国保税の改正は今から4年前で、平成13年度
に医療分、介護分ともに引き上げが行われ、平成16年
度まで国保の運営を維持することができました。しか
しながら、平成12年度にスタートした介護保険の急激
な給付の伸びは、国保会計へも多大な影響を及ぼし、
ここ数年、必要とする介護納付金が不足するという事

態が生じていました。 
　平成15年度決算では約320万円、16年度決算でも約
1,500万円が不足する見込みです。そして、現在の税
率（按分率）のままでは、今後ますます不足していく
ことが予測されます。今回の税率改正は、このような
状況を受けてのものです。 
　国保税の改正にあたり町では、昨年度から国保運営
協議会において何度も審議を重ねていただき、できる
だけ町民の方々のご負担とならないよう最小限の引き
上げに努めました。皆様のご理解とご協力をお願い致
します。 

平成17年度国民健康保険税 

平成17年度国民健康保険税の税率（按分率） 

平成17年度国民健康保険税の納入通知書は、6月に世帯主宛に発送します。 

所得割＝世帯の所得に応じて計算 
資産割＝世帯の資産に応じて計算 

均等割＝世帯の加入者数に応じて計算 
平等割＝一世帯にいくらと計算 

改正前（平成16年度） 

医療分   

6.50％ 

38.00％ 

19,000円 

21,000円 

介護分  

1.05％ 

4.70％ 

3,600円 

3,900円 

改正後（平成17年度） 

医療分 

据え置き 

〃 

〃 

〃 

介護分 

1.43％ 

据え置き 

4,700円 

5,100円 

区　分
 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

お問い合わせは　生活課  国保年金係　�42-1053　有線2-4493
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身
体
や
精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
所
有
し
、
か
つ

そ
の
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、
次
の
条
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
減
免
が
受
け
ら
れ
る
の
は
一
人
一
台

に
限
り
、
普
通
自
動
車
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。 

1
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
（
A
1
・
A
2
）
、
保
健
福

祉
手
帳
（
1
級
）
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
減
免

対
象
の
障
害
範
囲
の
表
に
該
当

す
る
方
。 

2
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

所
有
者
（
所
有
権
留
保
の
場
合

は
使
用
者
）
が
障
害
者
ご
本
人

で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
18
歳
未

満
で
障
害
の
あ
る
方
、
療
育
手

帳
や
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
の

所
有
で
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
障
害
者

を
常
時
介
護
し
て
い
る
方
の
所

有
で
も
該
当
に
な
り
ま
す
（
こ

の
場
合
は
証
明
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
）。 

◇
障
害
者
の
軽
自
動
車
税
は
減
免
に
な
り
ま
す
。 

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
5
月
24
日
（
火
）

ま
で
に
税
務
課
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
次

の
も
の
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

□
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書 

□
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
保
健
福
祉

手
帳 

□
運
転
免
許
証 

□
印
鑑 

□
車
検
証 

□
上
記
条
件
2
の
「
生
計
を
一
に

す
る
方
の
所
有
」
の
場
合
は
、

生
計
同
一
証
明
書
（
常
時
介
護

者
が
運
転
す
る
場
合
は
常
時
介

護
証
明
書
。
こ
れ
ら
は
保
健
福

祉
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　 

  

税
務
課
町
民
税
係
　 

  

�
4
2

Ð

1
0
3
0
　
有
線
2

Ð

4
5
2
2

◆ 

減
免
の
条
件 

◆ 
◆ 

減
免
の
手
続
き 

◆ 

軽自動車税減免対象の障害範囲 

視覚障害 
 

聴覚障害 
 

平衡機能障害 
 
 

音声機能障害 
 
 

上肢不自由 
 
 

下肢不自由 
 
 
 
 

体幹不自由 
 
 
 

心臓機能障害 
 

腎臓機能障害 
 

呼吸器機能障害 
 

膀胱・直腸・小腸機能障害 

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 

身体障害者 1級～3級、4級の1 
戦傷病者 特別項症～第4項症 
身体障害者 2級、3級 
戦傷病者 特別項症～第4項症 
身体障害者 3級 
戦傷病者 特別項症～第4項症 

身体障害者 3級 
 

戦傷病者 特別項症～第2項症 
 
身体障害者 1級、2級の1、2級の2 
戦傷病者 特別項症～第3項症 

身体障害者 1級～6級 
 
 

特別項症～第6項症、 
戦傷病者

 第1款症～第3款症
 

 

身体障害者 1級～3級、5級 
 
 

特別項症～第6項症、 
戦傷病者

 第1款症～第3款症
 

 
身体障害者 1級、3級 
戦傷病者 特別項症～第3項症 
身体障害者 1級、3級 
戦傷病者 特別項症～第3項症 
身体障害者 1級、3級 
戦傷病者 特別項症～第3項症 
身体障害者 1級、3級 
戦傷病者 特別項症～第3項症 
身体障害者 1級～3級 

身体障害者 1級、2級 
 
 1級～6級 移動機能 

上肢機能 

 
 
 
 
 
 
咽頭摘出による音声機能障害
がある場合に限る 
咽頭摘出による音声機能障害
がある場合に限る 
 
 
本人が運転しない場合、3級の
2、3級の3、4級～6級は除く 
本人が運転しない場合、第4項
症～第6項症、第1款症～第3
款症は除く 
本人が運転しない場合、5級は
除く 
本人が運転しない場合、第5項
症、第6項症、第1款症～第3款
症は除く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上肢のみに運動機能障害があ
る場合を除く 

障害の区分 障害の程度（手帳の区分） 備　　　考 

乳幼児期以前の非進行性脳 
病変による運動機能障害 
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【問】 

税務課収納係 

℡42-1028　有線2-4543

平成17年度 
の納期限 

税金等の納付はお早めに！ 
税金等の納入通知書が届きましたら内容をご確認のうえ、下記の納入期限内に納めてください。
なお、口座振替をご利用の方は、事前に通帳の残高確認をお願いします。 

★納付は、役場及び下記の各金融機関窓口でお取り扱いしています（本・支所、本・支店）。 
　�信州うえだ農協　�八十二銀行　�上田信用金庫　�長野県信用組合　�長野銀行 
　�三井住友銀行　�長野県労働金庫　�郵便局（上下水道使用料を除く） 

★税金に関するお問い合せはこちらまで。 
　○町県民税、軽自動車税、国民健康保険税 （問）税務課町民税係　　�42-1030　有線2-4522 
　○固定資産税 （問）税務課資産税係　　�42-1029　有線2-4523 
　○税金の納付、口座振替の利用 （問）税務課収納係　　　�42-1028　有線2-4543 

★そのほかのことについてはこちら。 
　○国民健康保険の資格取得に関すること （問）生活課国保年金係　�42-1053　有線2-4493 
　○上下水道料金、受益者負担金に関すること （問）上下水道課業務係　�42-1025　有線2-4273 
　○介護保険料に関すること （問）保健福祉課介護係　�42-0015　有線2-4583

●安心で便利な口座振替利用のお願い 
　納付書でお支払いの方には口座振替をおすすめします。口座振替にすると納め忘れがな
く、金融機関に行く手間も省けます。 
　手続きは簡単で、役場またはお近くの金融機関窓口でお申し込みができ
ます（通帳と届出印が必要）。ぜひご利用ください。 

  5月  2日（月）  1期     1期 

  5月31日（火）   全期   2・3月分 

  6月30日（木） 1期     1期   2期 

  8月  1日（月）  2期    2期  4・5月分 1期 

  8月31日（水） 2期     3期   3期 

  9月30日（金）      4期  6・7月分 2期 

10月31日（月） 3期     5期   4期 

11月30日（水）  3期    6期  8・9月分 3期 

  1月  4日（水）      7期   5期 

  1月31日（火） 4期     8期 10・11月分 

  2月28日（火）   4期    9期  4期 6期 

  3月31日（金）    10期 12・1月分 

4月分 

5月分 

6月分 

7月分 

8月分 

9月分 

10月分 

11月分 

12月分 

1月分 

2月分 

3月分 

納　期　限 月 分 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国保税 上下水道 
使用料 

下水道受益者 
負担金 

介護保険料 
（普通徴収） 

平成17年度の税金等納入期限一覧 
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●
町
職
員
　
　
　
　
　
　
（
　
）
は
前
職 

  【
課
長
級
】 

▽
総
務
課
長
（
都
市
整
備
課
長
）
金
井
幸

雄
　
▽
税
務
課
長
（
生
活
課
長
）
成
沢
和

美
　
▽
保
健
福
祉
課
長
（
商
工
観
光
課
長
）

佐
藤
清
正
　
▽
生
活
課
長
（
保
健
福
祉
課
長
）

新
井
忠
雄
　
▽
商
工
観
光
課
長
（
上
田
地

域
広
域
連
合
派
遣
）
伊
藤
正
己
　
▽
土
木

課
長
（
企
画
課
合
併
対
策
室
長
）
中
山
康

昭
　
▽
都
市
整
備
課
長
（
企
画
課
課
長
補
佐
）

堀
内
茂
一
　
▽
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課

長
（
消
防
防
災
課
長
）
堀
内
親
夫
　
▽
社

会
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
長
）
三
好
健

三
　
▽
消
防
防
災
課
長
（
社
会
教
育
課
長
）

池
内
昭
一
郎
　
▽
徳
寿
荘
施
設
長
（
同
和

対
策
課
長
）
永
井
敬
好
　
▽
上
田
地
域
広

域
連
合
派
遣
（
上
下
水
道
課
事
務
局
長
）

齋
藤
市
之
助 

  【
係
長
級
】 

▽
総
務
課
人
事
係
長
兼
丸
子
町
振
興
公
社

事
務
局
次
長
（
丸
子
町
振
興
公
社
事
務
局

次
長
）
下
村
邦
彦
　
▽
総
務
課
財
政
係
長
（
税

務
課
町
民
税
係
長
）
清
水
敏
昭
　
▽
企
画

課
合
併
準
備
室
長
（
消
防
防
災
課
庶
務
係
長
）

桜
井
直
道
　
▽
税
務
課
町
民
税
係
長
（
税

務
課
課
長
付
収
納
係
）
中
山
良
一
　
▽
税

務
課
課
長
付
資
産
税
係
（
税
務
課
資
産
税
係
）

田
村
孝
博
　
▽
税
務
課
課
長
付
収
納
係
（
税

務
課
収
納
係
）
池
内
利
明
　
▽
保
健
福
祉

課
介
護
係
長
（
ち
ぐ
さ
幼
稚
園
長
）
深
井

篤
久
　
▽
保
健
福
祉
課
課
長
付
健
康
係
（
保

健
福
祉
課
健
康
係
）
赤
羽
志
万
子
　
▽
生

活
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長
（
生
活
課

課
長
付
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
）
伊
藤
守

夫
　
▽
農
林
課
課
長
付
農
政
係
（
上
下
水

道
課
課
長
付
下
水
道
普
及
係
）
上
原
武
史

▽
商
工
観
光
課
観
光
係
長
（
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
長
）
齋
藤
今
朝
次
　
▽
土
木

課
課
長
付
工
務
係
（
土
木
課
工
務
係
）
竹

花
国
雄
　
▽
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
長
（
上

下
水
道
課
課
長
付
下
水
道
工
事
係
）
矢
嶋

政
雄
　
▽
都
市
整
備
課
開
発
係
長
（
上
下

水
道
課
下
水
道
設
計
係
長
）
中
村
光
明
　

▽
都
市
整
備
課
課
長
付
地
籍
調
査
係
（
農

林
課
課
長
付
農
政
係
）
深
井
高
弘
　
▽
上

下
水
道
課
業
務
係
長
（
上
下
水
道
課
上
水

道
業
務
係
長
）
竹
内
一
徳
　
▽
上
下
水
道

課
普
及
係
長
（
み
な
み
保
育
園
長
）
曲
尾

二
郎
　
▽
上
下
水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
（
上

下
水
道
課
下
水
道
工
事
係
長
）
中
山
準
一

▽
会
計
室
長
（
都
市
整
備
課
開
発
係
長
）

松
村
辰
夫
　
▽
監
査
委
員
事
務
局
課
長
付
（
総

務
課
課
長
付
管
財
係
）
黒
岩
巌
　
▽
議
会

事
務
局
課
長
付
（
議
会
事
務
局
）
滝
沢
昌

樹
　
▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
監

査
委
員
事
務
局
課
長
付
）
桜
井
義
久
　
▽

学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
長
（
会
計
室
長
）

金
井
千
明
　
▽
社
会
教
育
課
解
放
セ
ン
タ
ー

係
長
（
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係
長
）

渡
辺
一
徳
　
▽
消
防
防
災
課
庶
務
係
長
（
生

活
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長
）
高
野
英

雄
　
▽
消
防
防
災
課
課
長
付
予
防
係
（
消

防
防
災
課
予
防
係
）
柴
川
俊
一
　
▽
み
な

み
保
育
園
長
（
み
な
み
保
育
園
保
育
士
）

矢
幡
美
雪
　
▽
東
内
保
育
園
長
（
東
内
保

育
園
保
育
士
）
六
川
由
美
子
　
▽
ち
ぐ
さ

幼
稚
園
長
（
長
瀬
保
育
園
保
育
士
）
長
坂

美
江
子
　
▽
学
校
教
育
課
課
長
付
西
内
小

学
校
（
学
校
教
育
課
課
長
付
給
食
セ
ン
タ
ー
）

久
保
田
秀
夫
　
▽
徳
寿
荘
庶
務
係
長
（
商

工
観
光
課
観
光
係
長
）
沢
山
文
雄
　
▽
丸

子
町
振
興
公
社
事
務
局
長
（
総
務
課
人
事

係
長
）
柳
沢
好
一
　
▽
丸
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
次
長
（
企
画
課
）
小
相
沢

隆
幸
　
▽
上
田
市
派
遣
（
総
務
課
人
事
係
）

久
保
田
荘
司
／
（
徳
寿
荘
課
長
付
）
長
谷

川
厚
子
　
▽
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
及
び
上
田
市
派
遣
（
上

田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
合
併

協
議
会
派
遣
）
滝
沢
正
幸 

  【
係
員
】 

▽
総
務
課
人
事
係
（
会
計
室
）
両
角
啓
之

▽
総
務
課
財
政
係
（
県
市
町
村
課
派
遣
）

堀
内
優
市
　
▽
総
務
課
管
財
係
（
上
下
水

道
課
下
水
道
業
務
係
）
金
井
光
夫
　
▽
企

画
課
合
併
準
備
室
（
企
画
課
）
小
山
厚
志

／
（
企
画
課
合
併
対
策
室
）
小
林
穣
／
（
企

画
課
）
伊
藤
正
道
　
▽
税
務
課
町
民
税
係
（
同

和
対
策
課
同
和
対
策
係
）
小
松
弘
俊
　
▽

税
務
課
収
納
係
（
生
活
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

係
）
西
沢
憲
幸
　
▽
保
健
福
祉
課
福
祉
係
（
保

健
福
祉
課
健
康
係
）
宮
沢
明
子
／
（
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
）
中
村
美
子
　
▽
保

健
福
祉
課
介
護
係
（
上
田
地
域
広
域
連
合

派
遣
）
久
保
田
政
博
　
▽
保
健
福
祉
課
健

康
係
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）
宮
山
浩
子

▽
生
活
課
国
保
年
金
係
（
上
田
市
・
丸
子
町
・

真
田
町
・
武
石
村
合
併
協
議
会
派
遣
）
加

藤
真
純
／
（
議
会
事
務
局
）
竹
花
涼
子
　

▽
生
活
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
（
生
活

課
環
境
係
）
清
水
基
和
　
▽
商
工
観
光
課

観
光
係
（
都
市
整
備
課
地
籍
調
査
係
）
高

野
計
典
　
▽
土
木
課
管
理
係
（
保
健
福
祉

課
福
祉
係
）
今
井
博
子
　
▽
都
市
整
備
課

建
築
係
（
保
健
福
祉
課
介
護
係
）
清
水
哲

男
　
▽
上
下
水
道
課
業
務
係
（
上
田
市
派
遣
）

竹
花
徳
光
　
▽
上
下
水
道
課
下
水
道
施
設

係
（
都
市
整
備
課
開
発
係
）
依
田
典
昭
　

▽
議
会
事
務
局
（
青
木
村
派
遣
）
齋
藤
賢

彦
　
▽
学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
（
生

活
課
国
保
年
金
係
）
伊
藤
伸
子
／
（
徳
寿
荘
）

松
尾
ま
さ
み
／
（
商
工
観
光
課
観
光
係
）

尾
美
弘
子
　
▽
中
丸
子
保
育
園
（
長
瀬
保

育
園
）
武
重
弘
美
　
▽
み
な
み
保
育
園
（
わ

か
く
さ
幼
稚
園
）
堀
内
実
千
代
　
▽
東
内

保
育
園
（
中
丸
子
保
育
園
）
工
藤
み
ど
り

▽
長
瀬
保
育
園
（
依
田
保
育
園
）
久
保
利

香
　
▽
わ
か
く
さ
幼
稚
園
（
西
内
保
育
園
）

梶
村
佳
世
　
▽
徳
寿
荘
（
学
校
教
育
課
給

食
セ
ン
タ
ー
）
佐
野
喜
子
　
▽
上
田
市
派

遣
（
総
務
課
財
政
係
）
竹
花
伸
祐
／
（
税

務
課
町
民
税
係
）
小
林
俊
英
／
（
土
木
課

工
務
係
）
尾
美
岳
史
／
（
丸
子
北
中
学
校
）

西
山
敏
子
　
▽
真
田
町
派
遣
（
税
務
課
資

産
税
係
）
降
旗
友
樹
／
（
生
活
課
環
境
係
）

緑
川
浩
良
／
（
中
丸
子
保
育
園
）
内
海
純

子
　
▽
武
石
村
派
遣
（
社
会
教
育
課
人
権

教
育
係
）
渡
辺
太
輔
／
（
東
内
保
育
園
）

長
門
純
子
　
▽
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
及
び
上
田
市
派
遣
（
上

田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
合
併

協
議
会
派
遣
）
中
村
尚
文
／
（
同
）
石
平

武
司
／
（
企
画
課
）
中
村
和
宏
　
▽
上
田

地
域
広
域
連
合
派
遣
（
企
画
課
）
竹
内
健

二
　
▽
上
田
広
域
消
防
本
部
派
遣
（
消
防

防
災
課
警
防
第
一
係
）
笠
原
正
広
　
▽
県

市
町
村
課
派
遣
（
保
健
福
祉
課
介
護
係
）

斎
藤
智
昭 

  【
新
規
採
用
】 

▽
企
画
課
企
画
係
　
櫻
井
裕
幸
　
▽
税
務

課
収
納
係
　
小
林
義
博
　
▽
生
活
課
町
民

係
　
小
林
千
夏
　
▽
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係
　
沢
山
桂
一
郎
　
▽
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
　
大
井
戸
伸
乃
介
　
▽
社
会
教

育
課
人
権
教
育
係
　
笠
井
紀
安
　
▽
消
防

防
災
課
予
防
係
　
岩
下
知
央
　
▽
消
防
防

災
課
警
防
第
二
係
　
辻
貴
文 

  【
人
事
交
流
（
他
市
町
村
か
ら
派
遣
）
】 

▽
企
画
課
課
長
付
情
報
係
（
武
石
村
）
下

村
孝
之
　
▽
総
務
課
財
政
係
（
上
田
市
）

水
野
正
行
　
▽
税
務
課
町
民
税
係
（
上
田
市
）

笠
井
満
　
▽
税
務
課
資
産
税
係
（
真
田
町
）

茅
野
俊
幸
　
▽
保
健
福
祉
課
介
護
係
（
上

田
市
）
宮
下
義
徳
　
▽
生
活
課
環
境
係
（
真

田
町
）
武
捨
義
夫
　
▽
土
木
課
工
務
係
（
上

田
市
）
佐
藤
安
則
　
▽
中
丸
子
保
育
園
（
武

石
村
）
渡
辺
ゆ
み
子
　
▽
依
田
保
育
園
（
上

田
市
）
佐
藤
正
子
　
▽
長
瀬
保
育
園
（
上

田
市
）
嶋
尾
泰
子
　
▽
塩
川
保
育
園
（
真

田
町
）
久
保
田
千
恵
子 

  【
退
職
者
（
３
月
３１
日
付
け
）
】 

中
村
寿
夫
（
総
務
課
長
）
／
吉
池
利
晴
（
徳

寿
荘
施
設
長
）
／
青
木
邦
明
（
土
木
課
長
）

／
滝
沢
充
（
税
務
課
長
）
／
鷹
野
日
出
夫
（
学

校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）
／
倉
島
岩

喜
（
総
務
課
財
政
係
長
）
／
澤
山
千
恵
子
（
上

下
水
道
課
下
水
道
普
及
係
長
）
／
石
合
善

文
（
保
健
福
祉
課
介
護
係
長
）
／
斉
藤
芳

子
（
商
工
観
光
課
課
長
付
）
／
倉
沢
勝
（
学

校
教
育
課
課
長
付
）
／
宮
原
章
（
税
務
課

課
長
付
）
／
小
宮
山
和
子
（
徳
寿
荘
主
査
）

／
武
捨
ま
き
子
（
学
校
教
育
課
主
査
）
／

齊
藤
和
幸
（
消
防
防
災
課
主
事
補
） 

  ●
教
職
員 

  【
丸
子
中
央
小
学
校
】 

▽
教
頭
　
木
村
公
男
　
▽
教
諭
　
柳
橋
学

／
林
信
子
／
渡
辺
多
恵
子
／
濱
崎
寛
／
村

山
弘
子
／
依
田
健
一
／
森
明
美 

  【
西
内
小
学
校
】 

▽
校
長
　
山
口
光
　
▽
教
諭
　
小
泉
文
明

▽
事
務
　
佐
々
木
江
利
子 

  【
丸
子
北
小
学
校
】 

▽
教
諭
　
赤
川
陽
子
／
浦
野
法
子
／
竹
尾

弘
紀
／
横
山
享
司
　
▽
養
護
教
諭
　
久
保

田
真
紀 

 【
塩
川
小
学
校
】 

▽
校
長
　
青
木
幸
子
　
▽
教
諭
　
荻
原
の

ぞ
み
／
市
川
公
明
／
依
田
瞳
／
花
井
み
い

子
／
山
崎
邦
子
／
小
原
勝
　
▽
事
務
　
半

田
か
お
り 

  【
丸
子
中
学
校
】 

▽
教
頭
　
小
林
寛
二
　
▽
教
諭
　
坂
口
み

な
子
／
田
間
雅
世
／
堀
内
元
彦
／
西
澤
明

比
児
　
▽
事
務
　
塚
田
香
絵 

  【
丸
子
北
中
学
校
】 

▽
教
諭
　
小
林
宏
之
／
小
林
恵
三
／
寺
島

公
人
／
尾
沼
美
幸
／
中
村
弘
文 

役
場
・
小
中
学
校 

４
月
の
人
事
異
動 

機構改革にともない、4月1日より町の組織が一部変更になり

ました。 

○「同和対策課」が「社会教育課解放センター係」になりました。 

○「企画課合併対策室」を「企画課合併準備室」に改称しました。 

○上下水道課にあった7つの係を、「業務係」「普及係」「下水道

施設係」「上水道施設係」「施設管理係」の5係に再編しました。 

○教育委員会の事務局に「教育次長」職を創設しました。 

役場の組織が一部変わりました 

みなさ
んのた

めに 

　   精
一杯が

んばり
ます。
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春の訪れを奏でる　音楽村のすいせんまつり 
　4月上旬、信州国際音楽村のスイセン畑が満開となり、訪れた人
たちの目を楽しませました。 
　毎年恒例の「すいせんまつり」。今年は3月下旬の寒さで開花の
遅れが心配されましたが、4月に入ってからの暖かさで一気に花開き、
約10万本のスイセンが音楽村の南斜面を鮮やかな黄色に染め上げ
ました。 
　まつりの中頃には、スイセンを使った「花びら染め体験教室」が
開かれたり、スイセン畑をバックに「音楽村ハーモニカメイツ」や
「西内小学校リコーダークラブ」の演奏会があったりし、観光客は
思い思いに春の訪れを楽しんでいました。 

夢と感動を舞台いっぱいに　第４子供劇団春休み公演 
　丸子町を中心に、近隣市町村の園児から高校生約40人で
構成されている第4子供劇団。この子供劇団の記念となる
第10回目の春休み公演が、文化会館セレスホールでありま
した。 
　今年は特別公演として3作品を披露。「迷いこんだ森」で
は、小さな子どもたちが愛嬌たっぷりに、おなじみの作品
となった「探偵団」では、小学生たちがそれぞれ個性を出
しながら演じていました。最後に演じた「こなべたての湯」
には団員全員が出演、にぎやかな舞台で観客を楽しませて
いました。 

ホタルの旅立ち　丸子北中でもう一つの卒業式 
　総合的学習「ほたるを飛ばそう講座」を受講している丸子
北中学校の2年生が3月15日、学校近くの中城沢川で「ほた
るの卒業式」を行い、自分たちで卵から育ててきたホタルの
幼虫を川に放しました。 
　「卒業式」で放した幼虫は約50匹で、「幼虫課程を卒業し
たことを証明します」と書かれた小さな卒業証書と一緒に放
流。生徒たちは「あざやかな色で私たちを楽しませてくださ
い」「たくさんの人に勇気と感動を与えられるよう一生懸命
生きて」と、それぞれ旅立つホタルの幼虫に言葉を送ってい
ました。 

和食で家族を喜ばそう　外国人のための日本料理教室 
　毎週土曜日に開催している外国人のための日本語教室で3
月19日、和食のおいしい作り方を学ぼうと「日本料理教室」
が開かれました。 
　これまで日本のいろんな文化や生活習慣を学んできた外国
人のみなさんも、日本料理を習うのは初めての体験。天ぷら
をおいしく揚げるコツや切干し大根の味付けを熱心に学んで
いました。 
　思いのほかうまくできたという参加者のみなさん。天ぷら
作りは「半分カンタン、半分ムズカシイ」とのこと。家に帰
ってチャレンジしてみたいとうれしそうに話していました。 

お父さん、お母さん、子どもと一緒に遊びに来ませんか？ お父さん、お母さん、子どもと一緒に遊びに来ませんか？ 

　町の保育園と幼稚園では、未就園児とその保護者を対象に地域交流や子育て相談を行っています。ま
た、中丸子保育園と今年度新たにスタートした西内保育園の「地域子育て支援センター」でも、電話相
談や親子の交流、各種レクリエーションを通じた遊びの紹介など、子育てに悩むお父さんお母さんを応
援しています。保護者のみなさん、どうぞお気軽にお子さんと近くの園に遊びにいらしてください。 

保育園・幼稚園の開放 

＊中丸子保育園地域子育て支援センター（�42-2678）の催し「ぽかぽか広場」の
開催日時については、各園にある「ぽかぽか通信」をご覧ください。なお、ぽ
かぽか広場は事前に申し込みが必要です。 
＊これらの催しは、地区を問わずどこの園でも参加できます。都合のつく場所へ
お気軽にお出かけください。また、催しの詳しい内容や時間については各園に
お問い合わせください（日程は変更になる場合があります）。 
＊各催しに参加される場合は、それぞれの園の指示に従って、けがや事故などが
ないようにお子さんから目を離さないようお願いします。 
＊このほかに育児相談も行っていますので、各園にお問い合わせください。 
＊家庭における育児が困難となり、一時的に保育が必要となる未就園児を対象に、
西内保育園と中丸子保育園で一時保育を実施しています。詳細については、そ
れぞれの園にお問い合わせください。 

わかくさ幼稚園　�42-2237 

   5月17日（木） おいでおいで 
 （園開放） 
   6月14日（火） おいでおいで 
   7月15日（金） わかくさ祭り 
   9月  1日（木） おいでおいで 
 10月  8日（土） 運動会 
 11月  2日（水） おいでおいで 

ちぐさ幼稚園　�35-0652 

   6月14日（火） ぴよぴよクラブ 
 （園開放） 
   7月15日（金） 夏祭り 
   8月  3日（水） ぴよぴよクラブ 
 10月  8日（土） 運動会 
 10月27日（木） ぴよぴよクラブ 
 12月14日（水） ぴよぴよクラブ 

西内保育園　�44-2200 

   6月  1日（木） 一緒に遊ぼう 
 （園開放） 
   7月15日（木） 夏祭り 
   8月  4日（木） 一緒に遊ぼう 
   9月  7日（水） 一緒に遊ぼう 
 10月  8日（土） 運動会 
   1月18日（水） 一緒に遊ぼう 

東内保育園　�42-2217 

   6月  2日（木） チビッコランド 
 （園開放） 
   7月  1日（金） チビッコランド 
   7月29日（金） 夏祭り 
 10月  8日（土） 運動会 
   1月17日（火） チビッコランド 
   3月  1日（水） チビッコランド 

みなみ保育園　�42-2183 

   5月19日（木） なかよしランド 
 （園開放） 
   6月17日（金） なかよしランド 
   7月  8日（金） 夏祭り 
   8月  2日（水） なかよしランド 
 10月  8日（土） 運動会 

依田保育園　�42-2423 

   6月14日（火） 元気っ子あつまれ 
 （園開放） 
   7月14日（火） 夏祭り 
   8月10日（水） 元気っ子あつまれ 
   9月  9日（金） 元気っ子あつまれ 
 10月  8日（土） 運動会 
 11月  1日（火） 元気っ子あつまれ 

中丸子保育園　�42-2644 

   6月30日（金） わんぱくまつり 
 10月  8日（土） 運動会 
 
 ＊中丸子保育園の開放は、子育
て支援センターの催し「ぽか
ぽか広場」と一緒に行いま
す。 

長瀬保育園　�42-2401 

   5月30日（金） ながせランド 
 （園開放） 
   6月16日（木） ながせランド 
 11月  2日（水） ながせランド 
   7月  1日（木） わくわくまつり 
 10月  8日（土） 運動会 

塩川保育園　�35-0034 

   5月19日（木） キッズランド 
 （園開放） 
   6月16日（木） キッズランド 
   7月15日（金） 夏祭り 
   8月  5日（金） キッズランド 
   9月  2日（金） キッズランド 
 10月  8日（土） 運動会 
 11月10日（木） キッズランド 
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短 信 4月 
  3日　消防団辞令交付式 
  4日　保育園・幼稚園入園式 
  5日　中学校入学式 
  6日　小学校入学式 

予 定 5月 
  3日　少年野球開幕式 
  7日　町長杯中学生野球大会 
  8日　早起き野球・ソフトボール開幕式 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

5月は さわやか行政サービス推進月間 
 消費者月間 
 情報通信月間 
  
  3日　憲法記念日 
  5日　こどもの日 
  8日　母の日　世界赤十字デー 
12日　看護の日 
15日　沖縄本土復帰記念日 
30日　消費者の日 
31日　世界禁煙デー 

乳幼児健康診査（健康係） 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

※1歳6カ月児と3歳児健診は歯科検診があります。健診の前に歯みがきをしてきましょう。 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1歳6カ月児 
3歳児歯科 

5月13日（金） 
5月27日（金） 
5月20日（金） 
5月12日（木） 

平成16年12月11日～平成17年1月6日生 
平成16年7月生 
平成15年11月生（親子で歯科検診を行います） 
平成14年3・4月生 

実施日 時　間 場　所 
5月17日（火） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い 5月18日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�場　所：保健センター 
 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
10：00～12：00

5月11日（水） 
5月25日（水） 

ふれあいステーション 
　　　　〃 

あたたかい心 

◇丸子スポーツダンスサークルコスモス 様 1万4千円 
◇山浦道幸 様 エレクトーン1台 
◇成澤木工所 様 丸子公園トイレ案内板（ヒマラヤ杉板） 
  
 以上、町にご寄附いただきました。皆様に厚くお礼申し上げます。 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
5月 2日（月） 
5月16日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

予防接種（健康係） 
集団�受付時間：午後1：00～2：00　実施時間：1：30～2：00 
　　�場　所：保健センター 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票 
個別�実施時間：診療時間内（要予約） 
　　�場　所：委託医療機関 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票・印鑑 

種　類 実施日 対　象　者 
B C G  
ポ リ オ  
　 　 〃 　 　  

集団
 

 

5月  9日（月） 
5月26日（木） 
5月30日（月） 

平成17年1月生 
平成16年9月～12月生 
平成16年3月～  6月生 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
5月の内容［ 地震から身を守る（地震防災情報システム） ］ 

『丸子町行政情報番組』 

実施日 対　象　者 場　所 
5月11日（水） 平成16年4月・5月生 保健センター 

おたんじょう相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

実施日 時　間 
5月20日（金） 13：30～  　予約制1日2～3件 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

実施日 時　間 場　所 
5月24日（火） 13：30～15：30 ふれあいステーション3階 

介護者の会（介護係） 
�内　容：介護者同士の情報交換の場 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健  康  係　�42-1117　有線2-4483 
 福  祉  係　�42-1118　有線2-4474 
 介  護  係　�42-0015　有線2-7652

小山田助役、清水収入役が再任 

　任期満了に伴い、3月定例議会に助役、収入役の選任に関する人事案件が
提出され、助役に現職の小山田秀士氏、収入役に同じく現職の清水修一氏が
選任されました。 

丸子町農村環境計画を策定 
　町はこのほど、環境との調和に配慮した農業農村整備事業の推進を目的
とする「丸子町農村環境計画」を策定しました。この計画は、農業の生産
性や効率性を大事にしながらも、自然環境への調和と農業や農村がもつ多
面的機能を守った整備を進めようというもので、町では計画の策定にあたり、
委員13名による検討委員会を設置して原案作りを進めてきました。 
　近年、食の安全性や環境に対する関心が高まっており、こうした中、平
成14年に土地改良法が改正され、農業用施設整備などの事業を実施する際
には「環境との調和に配慮する」ことが原則義務づけられました。今後、
町ではこの計画に基づき、環境との調和に配慮した農業農村整備事業の効
率的かつ円滑な事業を実施していきます。 

新しい行政相談委員に山　征夫さん 

　行政相談委員として、山　征夫さんがこのた
び新しく、総務大臣から委嘱されました。 
　「行政相談」とは、国の役所やＮＴＴ・公団
などが行っている仕事に関する苦情や意見・要
望をみなさんからお聴きして、その解決や実現
を図るものです。この身近な窓口が行政相談委
員です。 
　行政相談は、毎月第3水曜日に役場3階第4会
議室で開催される定例相談日のほか、自宅でも
みなさんのご相談に応じますので、お気軽にご
参加ください。なお、相談は無料で秘密は固く
守られます。 

行政相談委員 

山　征夫 さん 

住所：長瀬2656番地 
電話：43-2440

平成17年度丸子町消防団の新体制と団員の定数改正 

　平成16年度に丸子町消防団員の定数について見直しが行われ、3月定例議
会において、団員の定員を改正する条例議案が可決されました。これによ
り、定員が775から590に変更となりました。 
　また、4月3日に消防団の辞令交付式が行われ、平成17年度の新体制が決ま
りました。 

【本　 部】�団長　上原榮一　�副団長　堀内猛敏／春原武彦　�本部長　小山厚
志　�副本部長　掛川正幸　�本部班長　下島隆志　�ラッパ長　岩木孝男　�
副ラッパ長　小相澤稔 

【第１分団】�分団長　我山克己　�副分団長　齋藤洋一　�第1部々長　伊藤良丈
�第2部々長　山本芳裕　�第3部々長　滝沢進　�第4部々長　滝澤実 

【第２分団】�分団長　小林誠一郎　�副分団長　翠川博　�第5部々長　中村映雄
�第6部々長　木内裕邦　�第7部々長　山本博之　�第8部々長　翠川和広 

【第３分団】�分団長　丸山和夫　�副分団長　長張寿彦　�第9部々長　下村英樹
�第10部々長　三浦啓司　�第11部々長　窪田正　�第12部々長　依田英明 

【第４分団】�分団長　政塚薫　�副分団長　西村博之　�第13部々長　小山秀永　
�第14部々長　池野恒男　�第15部々長　内堀寿明　�第16部々長　田中信弘 

【第５分団】�分団長　村松裕充　�副分団長　白井昌広　�第17部々長　久保田政
博　�第18部々長　児玉貴信　�第19部々長　山岸大作 

【第６分団】�分団長　堀内尚彦　�副分団長　永井隆　�第20部々長　堀内優市　
�第21部々長　北沢清和　�第22部々長　日野光一　�第23部々長　高島進一
�第24部々長　清水清二　�第25部々長　高木賢一 

平成17年度丸子町消防団役員（部長級以上） 

3月22日、農村環境計画検討委員会の関二三雄 
会長から町長に計画原案が手渡された 



（16） 

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
ば 

　
　
　
　
　
　
　
塩
川
小
学
校
3
年
（
当
時
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
中
　
文
弥 

だ
れ
も
あ
そ
ぶ
人
が
い
な
い
時 

ゆ
う
ひ
君
が 

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
た 

体
育
館
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た 

次
の
日
も 

そ
の
次
の
日
も 

今
ま
で
も
あ
そ
ん
だ
こ
と
は
あ
っ
た
け
ど 

ゆ
う
ひ
君
と 

も
っ
と
友
だ
ち
に
な
れ
た
よ
う
な
き
が
し
た 

 

ゆ
う
ひ
君
の
こ
と
ば 

う
れ
し
か
っ
た
な 

ぼ
く
も
い
ろ
ん
な
友
だ
ち
に
言
い
た
い
な 

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
」
っ
て 

（17） 

広報まるこ  2005/5 広報まるこ  2005/5

人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 
 

「
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
す
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
� 

　
わ
た
し
は
、
お
友
だ
ち
に
か
ん
国
人
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
遊
ん
で
い
る
時
に
、
き
ゅ
う
に
言
わ
れ

た
の
で
、
少
し
お
ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
日
本
に
は
、
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
で

生
ま
れ
た
か
ん
国
人
が
、
た
く
さ
ん
い
る
と
、
お

母
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。 

　
友
だ
ち
が
、
わ
た
し
の
こ
と
を
か
ん
国
人
と
言
っ

た
の
は
、
け
ん
か
を
し
た
時
に
、
グ
ル
ー
プ
か
ら

わ
た
し
を
な
か
ま
は
ず
れ
に
し
よ
う
と
し
た
時
に
、

言
っ
た
の
で
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、
さ
べ
つ
は
よ
く
な
い
と
お
も
い
ま

し
た
。
み
ん
な
同
じ
人
間
な
の
に
、
ど
う
し
て
さ

べ
つ
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
べ
つ
は
一
番
い

け
な
い
と
お
も
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
い
わ
れ
た

時
に
悲
し
い
、
な
き
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
同
じ
人
間
で
、
国
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
人
を
悪
い
人
だ
と
か
、
き
た
な
い
人
だ
と
か
、

色
が
黒
い
と
か
で
、
さ
べ
つ
す
る
の
は
い
け
な
い

と
お
も
い
ま
す
。 

　
わ
た
し
も
、
友
だ
ち
と
、
け
ん
か
を
し
た
時
に
、

き
た
な
い
と
か
、
で
ぶ
と
か
言
っ
て
、
そ
の
友
だ

ち
を
悲
し
く
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
わ
た
し
が
、
か
ん
国
人
と
言
わ
れ
た
時
、
悲
し

く
な
っ
た
こ
と
を
家
の
人
た
ち
に
話
し
た
ら
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
す
る
と
、
悲
し

く
な
ら
な
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
友
だ
ち
も
、

勉
強
し
て
い
く
と
、
差
別
を
し
な
く
な
る
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
も
こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
勉
強
を
し

て
、
ぜ
っ
た
い
に
さ
べ
つ
を
し
な
い
人
に
な
り
た

い
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
文
章
を
読
ん
で
ど
う
思
わ
れ

ま
し
た
か
？ 

こ
れ
は
在
日
韓
国
人
で
あ
る
小
学
校

三
年
生
の
子
の
作
文
で
、
「
同
じ
人
間
な
の
に
ど

う
し
て
友
だ
ち
は
」
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
書
い

た
も
の
で
す
。 

　
私
た
ち
は
普
段
、
外
国
の
文
化
や
習
慣
を
温
か

く
受
け
と
め
、
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
外
国
人
と
し
て
差
別
的
な
見
方
や
考
え
方

を
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
現
在
、
丸
子
町
に
は
七
百
余
人
の
外
国
人
が
生

活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
交
流
を
一

層
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

外
国
の
文
化
や
習
慣
を
温
か
く
受
け
止
め
よ
う 

外
国
の
文
化
や
習
慣
を
温
か
く
受
け
止
め
よ
う 

外
国
人
の
人
権
問
題 

丸子北中学校3年（当時） 
池内舞さんの作品 

第
３２
回
丸
子
町
人
権
旬
間
作
品
集
か
ら 

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆ 

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　 

not
e

選挙にはどのような人が立候補できる？ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 13

お問い合わせは…丸子町選挙管理委員会（役場総務課内）�42-3100　有線2-4872

選挙に立候補するには、「被選挙権」という資格が必要です。では、どのような人が
被選挙権を持つことができるのでしょうか？ 

※選挙権があるかどうかは、その市区町村にいつから住民票があるかということに影響してきます。また、住民基本台
帳法により、転入・転居の際は14日以内に、転出の際は事前に市区町村長へ届け出ることとされていますので、引っ
越しをする時は忘れずに届け出ましょう。（選挙権についての詳しい内容は、広報まるこ4月号「選挙ひとくちメモ�」
をご覧ください） 
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ここを通るバスの時刻 
  9:02　11:28 
13:37　16:23 

 

� 

のんびり 
お散歩 
バスの旅 

【問】  企画課企画係 
�42―1041 有線2―4510

とんぼハウス 

「町内循環バス」は、役
場→腰越→依田→長瀬
→塩川→役場回りの便と、
その逆回りの便を交互に
2回ずつ、一日4便運行し
ています。 

いっしょにお話ししませんか 

被選挙権を持つために必要な条件（一部抜粋） 

満25歳以上の日本国民であること 

満30歳以上の日本国民であること 

満30歳以上の日本国民であること 

満25歳以上の日本国民で、その都道府県議会議員の選挙権（※）を持っていること 

満25歳以上の日本国民であること 

満25歳以上の日本国民で、その市区町村議会議員の選挙権（※）を持っていること 

衆議院議員 

参議院議員 

都道府県知事 

都道府県議会議員 

市区町村長 

市区町村議会議員 

公職の種類 必要な条件 

依田川 

至塩田 

至大屋 

丸子北 
小学校 

音楽村 

とんぼハウス 

丸子北 
中学校 
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�東内・西内コース 
　5/10（火）　5/24（火）　6/7（火） 

�腰越・依田コース 
　5/12（木）　5/26（木）　6/9（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　4/26（火）  5/17（火）  5/31（火） 

�塩川・藤原田コース 
　4/28（木）　5/19（木）　6/2（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　ツルヤ・アップルランド 
　5/11（水）　5/25（水）　6/8（水） 

�中丸子保育園・依田保育園 
　4/27（水）　5/18（水）　6/1（水） 

～～～ 

今月の一冊 

お土産盛衰記 

著者／荻原　実 
発行／三次元出版 

★固定資産税　1期（5月2日） 
★軽自動車税　全期（5月31日） 
★上下水道使用料　2・3月分（5月31日） 
★介護保険料（普通徴収）　1期（5月2日） 
 
 
 
★年金相談 
　5月26日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
　役場2階　第6会議室　�42-1053　有線2-4493 
★心配ごと・結婚相談（8の付く日、結婚相談は8日のみ） 
5月8日（日）  18日（水）  28日（土）　9：00～12：00 
ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★登記・法律・行政相談（毎月第3水曜日） 
5月18日（水）  9：00～11：30 
役場3階　第4会議室　�42-3100　有線2-4872 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　5月20日（金）　9：30～12：00 
　役場１階　町民相談室　�23-8609（ハローワーク）　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110

5月の納税 

5月の相談 

納税は便利は口座振替を 
戸
籍
の
窓 

3月 
届出分 
（敬称略） 

図書館だより 

本館 
働く気持ちに火をつける 斎藤　　孝 文 芸 春 秋 
青いあひる 水木　　楊 文 芸 春 秋 
これならわかるパレスチナとイスラエルの歴史Ｑ＆Ａ 野口　　宏 大 月 書 店 
46億年わたしたちの長き旅 高間　大介 日本放送出版協会 
すぐわかる作家別写真の見かた 岡部　昌幸 東 京 美 術 
ＢＧＭ 岡田　智彦 河出書房新社 
恋愛函数 北川　歩実 光　文　社 
出雲願開舟縁起 中村　隆資 講　談　社 
彼方なる歌に耳を澄ませよ アリステア・マクラウド 新　潮　社 
 
あおぞら号 
目で見る仏教小百科 村越英裕・藤堂憶斗 鈴 木 出 版 
すぐわかるきものの美 道明三保子 東 京 美 術 
義八郎商店街 東　　直己 双　葉　社 
草原からの使者 浅田　次郎 徳 間 書 店 
聖殺人者 新堂　冬樹 光　文　社 
銀座開化事件帖 松井今朝子 新　潮　社 
奪還　第2章 蓮池　　透 新　潮　社 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※今月のおはなし会は5月21日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

〈新刊本の紹介〉 
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　平成16年度に進めていた西内保育園の改築工事がこの3月に完了
しました。新しい西内保育園は、総延床面積が約610�の平屋建てで、
床は竹製のフローリング、柱などには国産のカラマツ材を使用した
木のぬくもりが感じられる園舎になっています。遊戯室や保育室の
ほか、調乳室や沐浴（もくよく）室も備えられています。また、園
舎の一角には子育て支援スペースも設けられ、今年度から西内保育
園でも育児相談などの子育て支援センター事業を行っていきます。 

西内保育園が新しくなりました 

　平成17年3月29日に開催された長野県農業会議創立50周年記念式
典において、丸子町農業委員会が「信州生き生き運動の優秀農業委
員会」として全国農業会議所会長賞を受賞しました。丸子町農業委
員会は、地域農業の課題の把握に積極的に取り組み、町の農業活性
化に向けて長年活動してきたことが高く評価され、今回の表彰に結
びつきました。 

丸子町農業委員会が全国農業会議所会長賞を受賞 

期　日◆7/29（金） 
開　演◆午後6時30分（開場：午後6時） 

会　場◆丸子町文化会館 セレスホール 

料　金◆全席指定 6,000円 

 

問 丸子町文化会館 
�0268-42-0001　有線2-4701

チケットは4月23日（土）から発売！ 

森山良子コンサートツアー2005
1967年に「この広い野原いっぱい」でデビュー。そ
の後、ミリオンセラー「禁じられた恋」をはじめと
する数々のヒット曲を発売。透明感のある歌声と歌
唱力で海外でも活躍、名実ともに日本のトップシン
ガーに。第44回日本レコード大賞において「さとう
きび畑」で最優秀歌唱賞と金賞を受賞、「涙そうそ
う」で作詞賞を受賞し、3冠を達成した森山良子さん。
その森山さんが丸子町にやって来ます。 
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